










脱プラスチック、脱石油、脱炭
素…、日本人は「脱○○」が好
きだ。○○から脱するという意味
が分かりやすく表現されているせ
いか、その時代時代で新しい造
語が生み出されてきている。好意
的にも批判的にも用いられる用
語。後者の場合、○○に入れられ
たものは社会悪と見なされること
もしばしばある。冒頭の○○に入
るプラスチック、石油、炭素（石
炭と石油を指す）の三者は、客観
的に見ると素行不良な態度を取っ
ているわけでもなく、何も悪いこと
はしていない。共通するキーワー
ドは温室効果ガスである二酸化炭
素（CO₂）、別名は炭酸ガス。プ
ラスチックは製造時と廃棄焼却時
に、石炭と石油は火力発電やガ
ソリン車の燃焼時にCO₂を排出し
ている。しかし三者は燃やされて

いる側。このときに燃やしているの
は誰なのか…、それは人間である。
身近で同じようにCO₂を排出して

いる物は他にもある。ご家庭のガ
スコンロは都市ガスかLPガスを用
いている。都市ガスはメタン、LP
ガスはプロパンやブタンが主成分。
それぞれ液化天然ガスと液化石油
ガスから得られている。飲食店の
炭火焼や屋外でのバーベキューで
は木炭などが用いられる。調理す
るときにCO₂を排出しているのにス
ルーされている。意識していないか
もしれないが、食事のお供のビー
ルやサワー、ソーダにもCO₂が含ま
れている。天然のCO₂を含む水は
炭酸水だけでなく炭酸泉の温泉で
も好まれている。やはり用途により
嫌われるか、好かれるか、が決まっ
ているようだ。
大気中にCO₂は必須。なぜなら
植物や木が育つために不可欠だか
らだ。植物や木がCO₂を吸って酸

素（O₂）を吐き出す、そして人間や
動物がO₂を吸ってCO₂を吐き出し、
そのCO₂をまた植物や木が吸うとい
う自然の循環である。しかし第一
次産業革命から産業由来の人工的
なCO₂が増え過ぎたために、地球
規模で見たときに循環バランスが崩
れたのが問題視されていたはず。
そのため冷静に見てもらえば、CO₂
自体も悪くないことがわかる。欧米
で用いられている排出と吸収の差し
引きが実質ゼロを意味する「Net 
Zero Emission」が、この問題の本
質を的確に表していると思える。つ
まり、もともと自然界に存在する成
分バランスの維持が求められている。
悪影響と好影響のどちらもあるた

め、ゼロではなく「適量」が求めら
れるときもある。例えば高血圧。血
圧を押し上げる塩分の摂取は控え
めにした方がよいが、全く取らない
と逆に体を壊してしまう。食べすぎ
はダメ、飲みすぎもダメ…、という
ように極端すぎるのが問題視される
ということだ。
また、太ってきたからとダイエット
を始めても、このくらいなら大丈夫
と食べすぎてしまいリバウンドするこ
ともよくある。リバウンドというと、
コロナ禍での自粛疲れからリバウン
ド消費という言葉も生まれた。極端
すぎると対極に振れてしまうことを
物語っている。ここ数年、プラスチッ
クは脱プラスチックの方向に極端に
振れている。しばらくするとその影
響が明らかになるであろう。

学校では歴史の授業で、江戸
時代にキリスト教が弾圧されたこと
を教えている。表向きには仏教を

信仰していると見せかけてキリスト
教の信仰を続けていた者がいた。
そう、隠れキリシタンだ。
ここ数年、身分を隠すプラスチッ
クが出始めた。プラスチックと名乗
らず、マテリアル、新素材、特殊加
工などと名乗っている。複合化した
材料でプラスチックの力を借りていて
も、「これは紙です」、「これは金属
です」とアピールする者も出てきた。
プラスチック自身が希望したわけ
ではない。人間がプラスチックを
紹介するときに隠し出したのであ
る。好意的に見れば、世間から嫌
われないように、いじめられないよ
うにとの親心からではないかと察
する。しかしながらこの行為が適
切かどうかは議論が必要ではない
か。SDGs目標12番に「つくる責任」
が挙げられている。やはり堂 と々プ
ラスチックと名乗った方がよいと思
う。なぜなら、使い終わった後にリ
サイクル方法が分かるからだ。つま
り消費者やリサイクル業者が複合材
の組み合わせを判別しやすくすると
いうこと。消費者が資源ごみとして

どのリサイクルルートに乗せればよ
いのか、それを受け取ったリサイク
ル業者がどのリサイクル方法を取れ
ばよいのか明らかにした方が親切
であり、その方が地球に優しいの
ではないのか。
その一方で、コロナ禍が長引くに
つれ、プラスチックの存在と果たし
ている役割に気が付いてくれる人が
増えてきた。医療現場だけでなく店
舗やご家庭でも、衛生目的から不
織布マスク、ウレタンマスク、アクリ
ル板、除菌用アルコールが入ってい
るポリ容器、体温計、CO₂センサー、
空気清浄機など日々お世話になっ
ている。ワクチンの注射器やPCR検
査キットもプラスチック製だ。
また、コロナ禍に追い打ちをかけ

るように、異常気象による自然災害
も増えている。そのときにもプラス
チックは私たちを助けてくれている。
断水した地区で給水車から持ち手
の付いた透明なポリ袋に水を入れ
ている姿は印象的だ。屋根にはブ
ルーシートが被せられ、大切な家を
守ってくれている。非常食や飲料水

もプラスチック容器包装頼みだ。
「脱プラスチック」と宣言するのは
簡単だが、プラスチックがなくなっ
て社会が成り立つのであろうか。
今、人間がプラスチックとどう付き
合っていくのかが問われている。

古来、人間は木を道具として利
用してきた。木の主成分はセルロー
ス、天然のプラスチックだ。化学合
成法の発展により、これをレーヨン
やセロハンとして再生利用させるこ
ともできる。特定の木の樹液からは
漆も採れた。自然に放置しておいて
も固まる性質から接着剤や塗料とし
て使われ始め、その魅力的な美し
さから美術品になった漆器もある。
樹液というとゴムの木もある。加工
前は水あめ状で使い勝手が悪い
が、加硫法※の発見により弾性のあ
るゴムができた。車のタイヤだけで
なく日用品に幅広く使われている。
100年ほど前に石油から人工的

にプラスチックが合成できるように
なり、これまでに数多くのプラスチッ
クが作られ、私たちの暮らしに浸透
していった。石油もプラスチックも
人間の「ともだち」であった。長く
一緒にいると、ちょっとしたきっかけ
からすれ違いやわだかまりが生まれ
るときもある。１世紀にわたる関係
性がある人間とプラスチックでも同
じであろう。
近い将来、プラスチックへの誤解

が解けると「プラスチックは『とも
だち』」という日常が戻ってくるの
かもしれない。
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※加硫法…ゴムに硫黄などの加硫剤と熱を加え、分子を
　　　　　結合させること


